




血友病AとDuchenne型筋ジストロフィー症(DMD)は,ともに伴性劣性の遺伝性疾患であるが

,両疾患の合併例の報告はまだみられない。われわれは 3世代にわたって,10 例の血友病 A

が発症し,そのうち 2 世代にわたって 3 例の血友病 A と DMD の合併例が出現した,まれな 1

家系を経験したので,X 染色体上における両疾患の連鎖性を検討した成績を報告する。発端

症例は 21 才男子,主訴は全身筋力低下および出血傾向,現病歴は乳幼児期より外傷後の止

血困難などの出血傾向があり,4 才頃より転倒しやすく,次第に動揺性歩行が認められるよ

うになった。6才時,国立療養所鈴鹿病院に入院し DMD と診断された。出血傾向については

11 才時に当科を紹介され血友病 Aと診断された。入院後筋萎縮,筋力低下は次第経進行し,

肘,膝関節も出血による拘縮が著明となり,10 才で歩行不能,17 才頃には日常生活は全面介

助を必要とするようになり今日に至っている。 


